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 「不受理」           「受理」 

の判定            の判定 

                

                

                

   住民投票不可 

                

                

               

 

 

  

             

 

 

◆投票の手法、設問形式（論点４） 

◆実施時期、投票運動について（論点５） 

発

議

者 

 

住 民 市 長 議 会 

請求代表者 

（市長） 請求内容の審査 

 

第三者機関による審議（常設の機関であり、委員は市長が任命） 

事

前

確

認 

 

◆第三者機関の構成員 

・有識者 （⇒構成員の人数、居住地、任期など） 

ネガティブリストに当てはまらないことの確認 

・特定の市民または地域に関する事項 

・市の組織・人事などに関する事項 

・法令の規定に基づいて住民投票を行うことができる事

項（議会の解散請求、議員・市長の解職請求、合併法

定協議会の設置協議） 

・市の権限に属さない事項。ただし、市の意思を表示す

る必要があると判断されるものを除く。 

・上記のほか、住民投票に付することが適当でないと明

らかに認められる事項 

発

議

要

件 

 

一定数の署名  

・年齢要件と国籍要件（論点２）  

・必要な署名数（論点３） 

単独発議 一定数の議員

の提案 

・必要な議員数

（論点３） 

住民投票実施 
実

施 

 

市長が不受理と判断した場合

請求代表者が市長に対して異

議申立てを行った場合、市長は

第三者機関に審議を依頼する。 

平成２４年６月２５日（月） 

第３回住民投票条例検討委員会資料１ 

市 長 

市 長 

議決要件(論点３) 

住民投票に係る基本フロー図（案） 

第三者機関

に意見聴取 


